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ハイブリッド肺移植ガイドライン 
 
１． 定義 

ハイブリッド肺移植とは、脳死・生体肺移植を同一人物に同時に行う術式で、片方は脳

死ドナー肺、もう片方は生体ドナー肺を移植する術式である。 
 

２． レシピエントの適応 
脳死片肺移植適応患者のうち、病状の進行から脳死肺移植待機期間を生存することが困

難と思われる症例とする。 
 

３． ハイブリッド肺移植の生体ドナー条件 
1. 各施設の倫理委員会で認めた生体ドナー条件を満たしていること 
2. 日本移植学会の定める生体部分肺移植ガイドラインの II,ドナー適応基準、を

満たしていること 
3. 短時間で提供の意思決定をしなくてはならないことについて、あらかじめ説

明を受け、同意していること 
4. 生体ドナーの適応検査を 6 か月以内に受けていること 

 
４．施設の条件 

1. 脳死肺移植 20 例、生体肺移植 10 例以上の経験数があり、当該施設の倫理委

員会でハイブリッド肺移植実施の包括的な承認を受けていること 
2. 症例ごとに個別に当該施設で倫理委員会の審査を行うこと 
3. 生体ドナーに対する施設としての精神的サポートが十分とれる体制にあるこ

と 
 

５．ハイブリッド肺移植の検証 
当面の間、ハイブリッド手術を実施した場合、実施施設は、1 か月以内に実施報告書（形

式自由）を肺移植関連学会協議会に提出し、検証を受けること 
 


